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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

継
承
は
力
な
り
！

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
代
表
的
な
食
卓
魚
で
あ
る
パ
ク
ー
の
養
殖
、

新
機
軸
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
、
伝
統
的
な
牛
の
大
規
模
放
牧

を
中
小
規
模
で
補
完
す
る
養
豚
、
こ
れ
ら
の
食
料
生
産
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
レ
ダ
基
地
に
次
々

と
や
っ
て
来
る
若
者
た
ち
で
す
。

彼
ら
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
困
難
な
課
題
に
立

ち
向
か
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
純
粋
な
魂
、
そ
し
て
柔
軟
な
頭
脳

か
ら
生
ま
れ
る
創
意
工
夫
、
機
敏
な
行
動
力
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
力
、

開
拓
基
地
で
求
め
ら
れ
る
主
体
性
と
協
調
性
で
す
。
生
き
も
の
が

相
手
の
業
務
で
は
、
夜
も
昼
も
気
を
抜
く
間
が
な
く
、
当
然
な
が

ら
休
日
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ

ビ
の
養
殖
研
究
を
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
駅
伝
の
よ
う
に
継
承
し

て
き
た
、
歴
代
の
若
者
た
ち
の
歩
み
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

最
初
に
そ
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
韓
国
鮮
文
大
水
産
生

命
医
学
科
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
、
２
０
１
６
年
９
月
に
レ
ダ

基
地
に
や
っ
て
来
た
奥
迫
さ
ん
で
す
。
レ
ダ
の
微
生
物
を
含
む
動

植
物
相
、
水
質
・
土
質
等
の
分
析
の
ほ
か
、
様
々
な
調
査
研
究
を
、

大
学
で
身
に
付
け
た
科
学
的
な
手
法
で
進
め
ま
し
た
。
定
点
観
測

や
定
性
・
定
量
分
析
に
よ
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
長
期
に
継
続
し
た

の
は
、
レ
ダ
基
地
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
翌
年
３
月
に
一
旦

帰
国
し
て
諸
般
の
準
備
を
し
、
２
０
１
８
年
１
月
に
夫
人
の
カ
タ

リ
ー
ナ
さ
ん
を
伴
っ
て
再
び
レ
ダ
に
来
ま
し
た
。
以
後
、
夫
妻
で

協
力
し
て
研
究
に
携
わ
り
、
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
養
殖
研
究
の
初
代

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
レ
ダ
基
地
に
そ
の
土
台
を
築
き
ま
し
た
。

奥
迫
夫
妻
が
開
拓
し
た
新
地
を
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
だ
の
が
、

同
じ
く
鮮
文
大
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
、
昨
年
三
月
レ
ダ
基
地
に

や
っ
て
来
た
堀
さ
ん
、
西
山
さ
ん
、
瀬
戸
本
君
で
す
。
三
名
揃
っ

て
レ
ダ
基
地
に
到
着
し
、
奥
迫
夫
妻
の
研
究
と
関
連
業
務
を
引
き

継
ぐ
と
、
三
本
の
矢
の
よ
う
に
強
靭
な
結
束
力
を
も
っ
て
、
本
格

的
研
究
に
推
進
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。
孵
化
し
た
エ
ビ
の
ゾ
エ
ア

(

幼
生)

を
ポ
ス
ト
ラ
ー
バ
と
呼
ば
れ
る
稚
エ
ビ
に
ま
で
育
成
す
る

た
め
の
環
境
条
件
を
、
１
０
０
通
り
以
上
も
組
み
合
わ
せ
を
変
え

て
試
行
し
、
多
く
の
不
成
功
例
と
二
つ
の
成
功
例
を
見
つ
け
た
の

で
す
。
三
人
の
明
る
い
笑
顔
と
研
究
精
神
と
行
動
力
は
、
当
時
と

そ
の
後
の
レ
ダ
を
、
よ
り
明
る
く
し
ま
し
た
。
（
次
面
に
続
く
）

レダプロジェクトを担う若い力

左より、江頭君(養豚)、竹内君(動物)、川久保君(養殖)、滝川君(養殖) 2月20日

タロイモの成長を記録する奥迫さん。

水と土を分析する奥迫さん。2016年11月

アキダバンでレダの産品を販売。 エビ養殖研究室の鮮文大生たち。 エビの世話をする鮮文大生たち。飼育幼生群の愛称



継
承
は
力
な
り
（
前
面
よ
り
続
く
）
鮮
文
大
生
三
人
の
担
っ

て
い
た
研
究
内
容
と
関
連
業
務
を
一
人
で
引
き
継
い
だ
の
は
、

水
田
君
で
す
。
水
田
君
は
鳥
取
大
学
農
学
部
の
３
年
生
で
し

た
が
、
養
殖
に
関
し
て
は
全
く
の
初
心
者
。
当
然
な
が
ら
、

大
変
な
日
課
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
人
で
も
で
き
る
作
業
量

を
新
た
に
策
定
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、
昼
夜
な
く
奮
闘

し
ま
し
た(

本
紙
１
９
２
号
３
面
参
照)

。

青
年
奉
仕
隊
に
先
駆
け
て
レ
ダ
に
来
た
友
谷
君
と
加
藤
君

は
、
わ
ず
か
２
週
間
足
ら
ず
で
水
田
君
か
ら
研
究
業
務
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
二
人
と
も
養
殖
の
初
心
者
で
す
。
折
し
も

二
人
が
到
着
し
た
７
月
は
、
南
半
球
の
冬
の
始
め
で
し
た
。

エ
ビ
の
幼
生
は
低
水
温
で
死
滅
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二

人
は
飼
育
槽
の
温
度
管
理
に
苦
心
し
な
が
ら
、
稚
エ
ビ
に
ま

で
育
て
ま
し
た(

本
紙
１
９
４
号)

。
友
谷
君
が
青
年
奉
仕
隊

に
移
動
し
た
後
は
、
加
藤
君
が
一
人
で
担
当
。
生
き
も
の
の

大
好
き
な
加
藤
君
は
、
環
境
変
化
に
敏
感
に
反
応
す
る
幼
生

の
生
命
と
向
き
合
っ
て
、
臆
す
る
こ
と
な
く
研
究
を
続
け
、

多
く
の
稚
エ
ビ
を
生
み
だ
し
ま
し
た(

本
紙
１
９
７
号)

。

次
に
引
き
継
い
だ
の
は
、
友
保
君
で
す
。
釣
り
で
も
見
せ

た
持
ち
前
の
研
究
マ
イ
ン
ド
を
養
殖
研
究
で
も
発
揮
し
、
前

任
者
た
ち
が
孵
化
さ
せ
た
幼
生
の
生
存
率
を
大
き
く
向
上
さ

せ
ま
し
た
。
友
保
君
は
半
年
に

わ
た
っ
て
研
究
業
務
を
担
当
し
、

大
き
く
育
っ
た
稚
エ
ビ
を
、
夏

を
迎
え
た
屋
外
の
養
殖
池
に
放

つ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
は
、
レ
ダ
に
再
来
し
た

滝
川
君
と
、
パ
ラ
グ
ア
イ
生
活

の
経
験
を
持
つ
川
久
保
君
の
頼

も
し
い
両
名
が
、
エ
ビ
養
殖
技

術
の
実
用
化
に
向
け
て
、
地
道

に
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

レ
ダ
基
地
に
お
け
る
オ
ニ
テ

ナ
ガ
エ
ビ
の
養
殖
研
究
は
、
揺

籃
期
を
終
え
、
黎
明
期
の
前
夜

に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
歴
代
の
担
当
者
た
ち

が
絶
え
間
な
く
研
究
を
前
に
進

め
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
科
学
的
な
手

法
を
し
っ
か
り
継
承
し
た
こ
と

に
よ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

し
か
し
、
よ
き
研
究
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
と
と
も
に
、
主
体
性

と
協
調
性
と
を
備
え
る
若
者
た
ち
が
、
切
れ
目
な
く
次
々
と

レ
ダ
に
来
て
く
れ
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
何
か
見
え
な
い
力
、

天
の
配
剤
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

彼
ら
若
者
た
ち
の
研
究
活
動
を
可
能
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、

中
田
前
所
長
、
岩
澤
現
所
長
を
は
じ
め
と
す
る
レ
ダ
基
地
ス

タ
ッ
フ
の
指
導
と
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
中

で
も
土
弘
君
は
、
電
力
会
社
の

停
電
が
発
生
す
る
た
び
に
発
電

室
に
駆
け
つ
け
、
飼
育
槽
の
ポ

ン
プ
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
に
電

源
を
切
り
替
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
水
産
養
殖
の
専
門
家
と

し
て
、
２
度
に
わ
た
り
レ
ダ
基

地
に
赴
き
、
研
究
の
実
践
指
導

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
鮮
文
大
の

權
教
授
と
、
水
産
養
殖
の
基
本

か
ら
手
ほ
ど
き
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
の
マ
グ
ノ

教
授
の
協
力
も
不
可
欠
で
し
た
。

二
人
の
韓
国
人
イ
ン
タ
ー
ン
生
、

イ
ム
君
と
ミ
ン
君
も
、
レ
ダ
基

地
で
奥
迫
夫
妻
と
共
に
養
殖
研

究
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て

決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、

日
本
と
世
界
各
地
か
ら
、
継
続
的
に
ご
支
援
を
く
だ
さ
る
皆

様
の
尽
力
で
す
。
ま
さ
に
継
続
と
継
承
は
力
な
り
で
す
。

レ
ダ
基
地
の
先
輩
ス
タ
ッ
フ
は
、
熟
年
者
、
高
齢
者
が
多

く
な
り
、
体
は
次
第
に
無
理

が
利
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
若
き
日

に
豊
か
に
持
っ
て
い
た
知
的

冒
険
心
、
と
き
め
く
心
、
新

し
い
事
物
へ
の
適
応
力
ま
で

衰
え
る
こ
と
は
、
望
む
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い

に
し
て
、
若
者
た
ち
と
日
々

の
活
動
や
生
活
の
中
で
自
然

に
刺
激
し
合
い
、
学
び
合
え

る
の
が
今
の
レ
ダ
基
地
で
す
。

左より、奥迫さん、權教授、奥迫夫人、ミン君、イム君。2018年7月4日

水田君(右)から作業を学ぶ友谷君。 アルテミアを観察する水田君。

飼育槽の管理をする加藤君。 飼育槽の管理をする友谷君。

孵化したエビの幼生を観察する友保君。



レダ基地スナップ

タロイモ苗(種芋)を植え付ける準備。2月15日 タロイモ苗の植え付け。縦と横の線を揃える。2月15日

パブロさんが従業員のために夜の講義をする。2月16日

二ームの搾油器を調節する岩澤所長(左)。2月13日

日本に一時帰国する水落氏(中央)を見送る。2月28日

水落氏の8kgマングルジュー。2月9日 滝川君がスルビを7匹釣る。3月1日

上質のミツバチ巣。2月13日 上質の蜂蜜。2月13日

カナン牧場担当のビクトルさんと息子たち。2月28日



会員の皆様へ
会員の皆様には、周囲の方々にレダ・プロ

ジェクトを紹介し、入会の案内をしていただけ
れば幸いです。紹介用のパンフレット（印刷
済み）、および入会申込書は、左記の事務
局にお申しつけください。

入会申し込みは、
左のQRコードから、
グーグルフォームで
も行えます。
パソコンでは、下
記のURLにアクセ
スしてください。

https://asd-nsa.com/nk/

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

支援金振込口座：ゆうちょ銀行
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会
E-メール:office@asd-nsa.com
ホームページ:https://asd-nsa.com
Facebook:https://www.facebook
.com/ledaproject.jp/

極
限
の
海
か
ら(

集
英
社
新
書)

」
「
融
然
の
探
検-

-

フ
ィ
ー

ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
の
思
潮

と
可
能
性(

編
著
・
清
水
弘

文
堂
書
房)

」
「
南
極
海-

-

氷
の
海
の
生
態
系(

編
著
・

東
海
大
学
出
版
会)

」
他
。

新
著
作
「(

仮
題)

探
騐(

検)

の
思
考
」
を
執
筆
中＝

ち
き
ゅ
う
環
境
生
態
と
経
験
・
思
考

と
の
相
互
浸
透
か
ら
自
然
と
ヒ
ト
と
の
繋
が
り
を
編
む
。

日
時
：
４
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時(

受
付
１
時)

会
場
：
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
３
階
第
一
・
第
二
会
議
室

川
崎
市
高
津
区
溝
口
三
丁
目
13-

３

電
話
：0

4
4
-
8
1
3
-
4
7
0
5

(

東
急
田
園
都
市
線
高
津
駅
徒
歩
５
分
ま
た
は
溝
口
駅
東
口
徒

歩
８
分
、
JR
南
武
線
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北
口
徒
歩
８
分)

参
加
費
：
無
料
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
４
月
22
日
ま
で
に
下
記
の
当
法
人
事
務

局
宛
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。(

定
員
60
名)

主
催
：
一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

レダ・プロジェクト紹介用
パンフレットPDF版

紹介用パンフレットは、ネット
でも入手いただけます。
スマホなどの
端末で、また
は印刷してク
リアファイルに
入れてどうぞ。

第
27
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
第
27
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー

を
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
：
南
極
か
ら
〝
ち
き
ゅ
う
〟
を
観
る

-
-

探
騐(

検)

の
思
考
か
ら-

-

●
講
師
：
永
延
幹
男
先
生
（
な
が
の
ぶ
み
き
お
）

自
然
哲
学
者
。
１
９
５
１
年
福

岡
県
筑
後
出
身
。
東
京
大
学
大
学

院
農
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

(

農
学
博
士
・
南
極
オ
キ
ア
ミ
環

境
生
態
系
研
究)

。
青
春
時
代
に

丸
一
年
間
地
球
一
周
行
を
含
む
多

く
の
世
界
探
検
旅
行
を
経
て
、
未
知
の
自
然
が
深
い
南
極
へ

強
い
憧
憬
を
抱
き
、
南
極
海
洋
環
境
生
態
系
研
究
を
志
す
。

東
大
大
学
院
お
よ
び
国
際
水
産
資
源
研
究
所(

南
大
洋
生
物
資

源
研
究
室

室
長)

に
て
長
年
南
極
海
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査(
総
計

９
回
南
極
行)

を
推
進
。
か
つ
南
極
海
洋
生
物
資
源
保
存
条
約

科
学
委
員
会
の
日
本
科
学
者
代
表
と
し
て
国
際
会
議
・
共
同

研
究
に
携
わ
る
。
最
近
２
年
間
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
へJ

I
C
A

国
際
協
力
活

動
。
地
球
規

模
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
の

中
心
域
の
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
海

域
と
南
極
海

の
繋
が
り
を

実
感
・
研
究
。

現
在
進
行
中

の
地
球
環
境

変
化
を
痛
感
。

著
作
：
「
炎

の
村
へ-

-

自

己
回
帰
へ
の

探
験(

た
ま

出

版

)

」

「
南
極
海-

-

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

●
車
両
整
備
の
で
き
る
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ダ
基
地
に
お
い
て
、
車
両
の
整
備
を
し
て
く
れ
る
方
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
整
備
士
の
資
格
が
あ
れ
ば
理

想
的
で
す
が
、
公
認
資
格
が
な
く
て
も
車
両
整
備
の
経
験
と

技
能
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

ハ
イ
テ
ク
よ
り
も
、
む
し
ろ

ロ
ー
テ
ク(

老
熟
技
術)

を
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
分
野
で
す
。

現
在
レ
ダ
基
地
に
は
、
２
ト

ン
ト
ラ
ッ
ク
、
四
駆
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

が
数
台
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
あ
り

ま
す
。
大
型
車
両
や
特
殊
車
両
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
４
台
あ
り
、
給
油
、
オ
イ
ル
交
換
、

フ
ィ
ル
タ
ー
類
の
交
換
な
ど
通
常
の
作
業
も
願
わ
れ
ま
す
。

経
験
の
あ
る
方
な
ら
、
若
者
を
含
め
、
年
齢
不
問
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
面
談
で
ご
説
明
し
ま
す
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

https://asd-nsa.com/sk/


